
緊急地震速報本運用にあたって
必要となる「事前」啓発
～ 生活者意識調査より ～

2006年12月22日

第６回「緊急地震速報の本運用開始に係る検討会」第６回「緊急地震速報の本運用開始に係る検討会」

電通 IMCプランニング・センター ソーシャル･マーケティング部
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はじめに

電通IMCプランニング・センター ソーシャル・マーケティング部とは

企業・官公庁の多種多様な課題を解決するために、

さまざまなコミュニケーション手法の提案・実施を行うIMCプランニング･センター。

その中で、社会課題、企業の社会的評価、企業が社会にあたえる影響など、
「社会」という視点から、コミュニケーションを考え実施する

ソーシャル･マーケティング部。

ソーシャル・マーケティング部における「減災」への取り組み

緊急性の高いテーマとして、約１年前にプロジェクトをスタート。

減災に取り組むNPOや団体、個人のネットワークを作りながら、

情報を蓄積し、コミュニケーション課題として研究。

「緊急地震速報」は、生活者に提供されることになる新しい情報であり、

生活者の減災リテラシーを高めるきっかけになるのではないかと考え、

この９月に自主調査を実施。
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「緊急地震速報」に関する一般生活者意識調査（電通実施）

調査期間： 2006年9月22日(金)～9月24日(日)

調査エリア： 全国

調査対象者： 20-69歳男女 1241ss

調査方法： インターネット調査

118141113130121110136114133125サンプル数

60-69才50-59才40-49才30-39才20-29才60-69才50-59才40-49才30-39才20-29才

女性男性

経営者・役員
2.6%

会社員(事務系)
12.2%a

会社員(技術系)
12.7%

会社員(その他)
9.0%

自営業
7.7%

自由業
2.2%

専業主婦
23.2%

パート・アルバイト
12.1%

学生
3.9%

その他
10.4%

公務員
3.9%

地域 (n = 1241)

東北地方
4.4%

関東地方
44.9%

中部地方
14.1%

近畿地方
17.9%

中国地方
4.6%

四国地方
1.9%

九州地方 7.0%
北海道
5.2%

職業 (n = 1241)
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一般生活者は予想以上に「緊急地震速報」に関心を持っている。

２／３以上は、「緊急地震速報」を知っている。

３／４以上は、「緊急地震速報」に関心がある。

４／５以上は、「緊急地震速報」を受け取りたいと思っている。

N=1241

「緊急地震速報」を
ご存知ですか？

名前だけ名前だけ
知っている知っている
5656％％

内容まで内容まで
知っている知っている
1212％％知らない

「知っている」計「知っている」計68.2%68.2%

「緊急地震速報」に
関心がありますか？ N=1241

非常に非常に
関心がある関心がある
2626％％

やややや
関心がある関心がある
5050％％

あまり関心はない

まったく関心はない

どちらとも
いえない

「関心がある」計「関心がある」計76.5%76.5%

(説明呈示後）

「緊急地震速報」をどの程度
受け取りたいですか？ N=1241

ぜひぜひ
受け取りたい受け取りたい
43%43%

どちらかといえばどちらかといえば
受け取りたい受け取りたい
41%41%

あまり受け取りたくない

受け取りたくない

どちらとも
いえない

「受け取りたい」計「受け取りたい」計85.1%85.1%
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しかし多くの人が「不安」をおぼえているのも事実。

「緊急地震速報」に不安を感じないのは２割弱。
残りの人は「不安」もしくは「わからない」。

なぜ、どのような不安を感じているのか？

「緊急地震速報」を受け取ることに不安はありますか？

N=1241

やや不安をやや不安を
感じる感じる
41%41%

非常に非常に
不安を感じる不安を感じる
15%15%

どちらともどちらとも
いえないいえない
26%26%

あまり不安を感じない

まったく不安を感じない

「不安」～「どちらとも」計「不安」～「どちらとも」計82.1%82.1%
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「不安」のインサイト①

過半数は名前しか知らない。（誤認もありそう。）

「聞いたことはあるけれど、どんなものだかよくわからない。」
「地震情報がもっと速くなるの？」

N=1241

「緊急地震速報」をご存知ですか？

名前だけ知っている名前だけ知っている
56%56%

知らない

内容まで
知っている
12%
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「不安」のインサイト②

７割の人は自分のそなえに自信がない。
やっていることは知っていることの半分以下。 「震災への備え」認知率と実行率

飲料水を準備する
非常用食料を準備する
非常用ラジオを準備する

転倒防止のために、家具を固定する
防災袋を準備する

家族で震災時の連絡のとり方を決めておく
自宅の広域避難場所を確認する
浴槽には常に、水を張っておく

地震保険に加入する
持ち出し用の衣類、防寒具を準備する

枕元に懐中電灯を置いて寝る
携帯電話の非常用充電器を準備する
家族と震災時のことを話しあっておく

非常用トイレを準備する
学校や勤務先の広域避難場所を確認する

窓の破損に備え、ガラスを補強する
枕元に避難用の履き物を置いて寝る

地震による火災発生に備え、消火器を用意する
自宅の耐震補強をする

「171」などの災害用伝言ダイヤルに登録する
自宅の耐震診断をする

非常用発電機を準備する
自治体、地域などの防災訓練に参加する
学校や勤務先から自宅まで、歩いてみる

外出先での被災に備え、水や菓子などを持ち歩く
学校や勤務先などに個人用の防災用品を準備する

自動車のガソリンを満タンにしておく

0 20 40 60 80 100

認知率

実行率

N=1241

震災のための準備をどの程度していますか?

あまり準備していないあまり準備していない
41%41%

まったく準備をまったく準備を
していないしていない
27%27% どちらともいえない

17%

しっかり準備している
1%

比較的準備している
14%

N=1241

「準備していない」計「準備していない」計68.0%68.0%
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「不安」のインサイト③

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

エレベーターの中
地下鉄の車両内

地下街
高層ビルの中
電車の車両内

高速道路上の車内
劇場や映画館

繁華街の路上

駅の構内

デパート・百貨店

大型量販店やスーパーマーケットの店内

バスの車内

オフィス街の路上

遊園地やテーマパーク

一般道路上の車内

自宅

ゲームセンターやパチンコ店

学校や勤務先

コンビニエンスストア

「緊急地震速報」が発信された場合に、
特に不安を感じる場所はどこですか？

N=1241

地震への不安が特に強いのは「閉所」。
「『地震が来る!』とわかっても、何をどうすればよいのかわからない。」
「自分は大丈夫でも、集団パニックに巻き込まれてしまうのではないか？」
「『緊急地震速報』というより、エレベータや地下にいる時に地震が起こることが不安。」
「エレベータで、あと10秒でできることがあるなら教えてほしい。」
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生活者
「緊急地震速報」を受け取りたいと思いつつ・・・

「
緊
急
地
震
速
報
」

本来、災害被害軽減のために発信されるはずの「緊急地震速報」が
世の中の不安や、それによるパニックを引き起こす可能性も。
その結果、「緊急地震速報」が適切に機能しなかったり、

情報発信者・伝達者が無用な非難を受けるリスクも予想される。

「緊急地震速報」に対する生活者の３つの不安

「緊急地震速報」が
どんなものだかわからない

という
未知・未体験のもの
に対する不安

その時どうしたら
よいかわからない

という
自身の知識・準備不足
に対する不安

パニックに巻き込まれる
のではないだろうか

という
世の中のリテラシー
に対する不安

発信者 ・ 伝達者
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緊急地震速報本運用にあたって必要なこと

事前周知コミュニケーションのポイント：
●「ここで地震が起こったら・・・」と不安が強い場所は、特に優先されるべきコンタクトポイントTM。
●できるだけ多様な生活シーン・場所で、事前周知情報に接触すること。
●同時多発的な情報接触が、ひとつの社会的な動きとして見えること（例えば共通のシンボルマークなど）。
●どのような音や言葉で速報を受け取るのか、生活者が事前に模擬体験する機会が提供されるとよい。

事前に

を知らせ、ひとりでも多くの生活者を啓発しておくことが、
緊急地震速報本運用による減災効果の最大化につながる。

「緊急地震速報」という“命に関わる新しい情報”の存在
「緊急地震速報」の内容（特に受信方法、メリットと限界）
「緊急地震速報」受信時の対応（場合・場面別）

受け止める生活者が活用できてこそ、情報は“生きた情報”になる。

・緊急地震速報本運用の前に、
・緊急地震速報が発信される前、本当の地震が起こる前に、
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